
もっと熱く、もっと強く

　私たち下妻中学校女子ソフトテニス部は、３年生１２名、２年生１１名、１年生７名で「もっと熱く、も
っと強く」をモットーに、目標の全国大会に向けて練習に励んでいます。２年連続関東大会に出場し
ましたが、全国の切符を手にすることができなかった先輩の悔しい思いを受け継ぎ、今年こそは全国
の切符を絶対勝ち取るつもりです。みなさま、応援、そしてご協力よろしくお願いします。

次 回 第 1 回 定 例 会 予 定
日　　　　　　程曜日月　日

本　会　議
開　　　会
　（会期の決定・諸報告・議案上程、説明）

金3月 4日

本　会　議（議案質疑）
月3月 7日

　常任委員会（総務委員会・文教厚生委員会）
休　会
　常任委員会（経済建設委員会）火3月 8日

休　会
　予算特別委員会（補正予算・当初予算）水3月 9日

休　会
　予算特別委員会（当初予算）金3月11日

休　会
　予算特別委員会（当初予算）月3月14日

本　会　議（一般質問）火3月15日

本　会　議（一般質問）水3月16日
本　会　議
　（議案及び請願・陳情に対する委員長報告
　　質疑・討論・採決）
閉　　　会

金3月18日

※日程は都合により変更になる場合があります。

　
平
成
28
年
の
輝
か
し
い
新
年
を
市

民
の
皆
様
方
と
共
に
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
下
妻
市
議
会
も
昨
年
12
月
の
議
員

改
選
に
よ
り
、
新
生
議
会
が
始
動
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
議
員
一
丸

と
な
っ
て
市
民
福
祉
の
向
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、
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政

発
展
の
た
め
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

　
ま
た
、
議
会
だ
よ
り
運
営
委
員
会

も
新
体
制
と
な
り
、
よ
り
開
か
れ
た

議
会
を
め
ざ
し
て
、
決
意
を
新
た
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
11
月
16
日
、
福
井
県

あ
わ
ら
市
と
下
妻
市
は
、
姉
妹
都

市
盟
約
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
の
調
印
式
を
、

下
妻
市
役
所
に
お
い
て
行
い
ま
し

た
。

　
本
市
初
の
姉
妹
都
市
と
な
っ
た

あ
わ
ら
市
と
は
、
戦
国
時
代
末
期

に
下
妻
の
地
を
治
め
て
い
た
多
賀

谷
三
経
公
の
縁
で
、
こ
れ
ま
で
交

流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
幅
広
い
分
野
で
の
交

流
を
通
じ
て
相
互
の
友
好
と
繁
栄

を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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議会を傍聴しませんか
市議会では皆様の傍聴をお待ちしています。傍聴は、
市議会活動に触れる良い機会です。自分が選んだ議
員の活動や市政の方針などを知ることができます。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に本庁舎３階議場
までお越しください。
また、本会議開催中は、本庁舎１階市民ホールのモ
ニターで中継を行っています。

次回の市議会だよりの発行は
５月 10 日（火）の予定です。
議会だよりへのご意見などご
ざいましたら、下記連絡先ま
でお寄せください。

　問合せ先
議会事務局 （0296）4 3 －2 1 1 1
　　　　　　  （内線 1110～1112）

〈下妻市役所ホームページ〉http://www.city.shimotsuma.lg.jp/
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福
井
県
あ
わ
ら
市
と
の

姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結左から、坪田あわら市議会議長、橋本あわら市長、

稲葉下妻市長、飯塚前下妻市議会議長

後列左から松田委員、篠島委員、廣瀬委員
前列左から山中委員長、原部副委員長

　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
に
お
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て
、
「
茨
城
県
西
地
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お
け
る

豪
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災
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を
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め

る
要
望
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議
」
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採
択
・
決
議
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こ
の
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達
成
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め
、
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月
６

日
に
茨
城
県
知
事
へ
、
ま
た
、
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月
24
日
に
は
、
内
閣
府
・
農
林
水

産
省
・
国
土
交
通
省
へ
要
望
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
か
ら
は
、
飯
塚
薫
前

議
長
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

茨
城
県
市
議
会
議
長
会

要
望
活
動

農林水産省での要望活動の様子



 
 

こ
の
た
び
私
ど
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は
、

去
る
12
月
22
日
の
臨
時

会
に
お
き
ま
し
て
、議
員

各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

下
妻
市
議
会
議
長
・
副

議
長
の
要
職
に
就
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　誠
に
身
に
余
る
光
栄

で
あ
り
、そ
の
職
責
の
重

さ
を
痛
感
い
た
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　も
と
よ
り
、微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、市
民
の

皆
様
方
を
は
じ
め
議
員

各
位
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、執
行
部
と
も
協
調

し
市
政
の
発
展
と
円
滑

な
議
会
運
営
に
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、重
要
な
役
割
で
あ
る
行
政
の
チ
ェッ
ク
機
能
の
強
化
や
、市
民
の
皆
様

に
議
会
活
動
への
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
議
会
報
告
会
の
継
続
的
な

実
施
と
と
も
に
、議
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
様
々
な
議
会
改
革
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　何
と
ぞ
、今
後
と
も
市
議
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、市
民
の
皆
様
方
の一層

の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

しもつま市議会だより３ 第２０５号 ２

平成27年第4回定例会・平成27年第2回臨時会・就任のごあいさつ 平成27年第4回定例会

平 成 2 7 年 第 4 回 定 例 会 議 決 一 覧 表
事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

専決処分の報告について「損害賠償について」

専決処分の承認を求めることについて「橋梁
上部製作工事（都市計画道路　南原・平川戸
線）変更請負契約について」

専決処分の承認を求めることについて「平成
２７年度下妻市一般会計補正予算（第４号）
について」

姉妹都市盟約の締結について

新市建設計画を変更することについて

下妻市行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用に関する条例の制定について

下妻市市税条例の一部改正について

公の施設（下妻市心身障害者福祉センター「ひ
ばりの」）の指定管理者の指定について

公の施設（下妻市心身障害者福祉センター「福
祉ふれあいハウス」）の指定管理者の指定につ
いて

公の施設（下妻市福祉センター「シルピア」）の
指定管理者の指定について

公の施設（下妻市福祉センター「シルピア別館」）
の指定管理者の指定について

公の施設（道の駅しもつま）の指定管理者の指
定について

市道路線の認定について

市道路線の廃止について

土地の無償譲渡について

平成２７年度下妻市一般会計補正予算（第５号）
について

平成２７年度下妻市国民健康保険特別会計補
正予算（第１号）について

平成２７年度下妻市水道事業会計補正予算（第
２号）について

借用していた車両を災害により浸水させた事故に関し示談が成立
したため、損害賠償金の支払いについて専決処分したもの

工期の変更について締結した仮契約を本契約とする専決処分をし
たもの

関東・東北豪雨による災害復旧等に係る経費（災害廃棄物処理委
託料、ビアスパークしもつま災害復旧工事の計上等）を専決処分
したもの

多賀谷左近三経公の遺徳を機縁とした福井県あわら市との友好を
推進するため、姉妹都市の盟約を締結するもの

市の一体性の確保及び均衡ある発展に資する事業を着実に実施し
ていくため、新市建設計画を変更するもの

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律（番号法）の施行に伴い、個人番号の利用に関し必要な
事項を規定するもの

地方税法の一部改正等に伴い、市税の徴収猶予制度についての規
定等、所要の改正を行うもの

指定管理者の指定期間終了に伴い、社会福祉法人下妻市社会福祉
協議会を指定管理者として指定することについて、議会の議決を
求めるもの

指定管理者の指定期間終了に伴い、社会福祉法人下妻市社会福祉
協議会を指定管理者として指定することについて、議会の議決を
求めるもの

指定管理者の指定期間終了に伴い、社会福祉法人下妻市社会福祉
協議会を指定管理者として指定することについて、議会の議決を
求めるもの

指定管理者の指定期間終了に伴い、社会福祉法人下妻市社会福祉
協議会を指定管理者として指定することについて、議会の議決を
求めるもの

指定管理者の指定期間終了に伴い、株式会社ふれあい下妻を指定
管理者として指定することについて、議会の議決を求めるもの

路線見直しにより、高道祖地内1件の市道路線を認定するもの

路線見直しにより、高道祖地内3件の市道路線を廃止するもの

松岡公民館用地としている土地２筆について、松岡自治会からの
申請を受け、無償で譲渡することについて議会の議決を求めるも
の

平成26年度国庫負担金等の精算に伴う過年度国県支出金その他返
還金の増額などにより、3,192万4,000円を追加するもの

療養給付費、高額療養費の増額などにより、1億436万5,000円を
追加するもの

関東・東北豪雨による災害復旧に伴う企業債等の増額により資本
的収入の額を2億2,352万5,000円にするもの　また、災害復旧費の
増額により資本的支出の額を5億1,285万円にするもの

報告のみ
１１．６

原案可決
１１．６

原案可決
１１．１６

原案可決
１１．１６

原案可決
１１．１６

認　　定
１１．１６

認　　定
１１．１６

原案可決
１１．１６

原案可決
１１．１６

承　　認

１１．６

承　　認

１１．６

原案可決

１１．１６

原案可決

１１．１６

原案可決

１１．１６

原案可決

１１．１６

原案可決

１１．１６

原案可決

１１．１６

認　　定

１１．１６

報　告
第12号

報　告
第13号

報　告
第14号

議　案
第58号

議　案
第59号

議　案
第60号

議　案
第61号

議　案
第62号

議　案
第63号

議　案
第64号

議　案
第65号

議　案
第66号
議　案
第67号
議　案
第68号

議　案
第69号

議　案
第70号

議　案
第71号

議　案
第72号

議決月日
結　　果

人　事　議　案
下妻市教育委員会委員の任命について

下妻市教育委員会委員の任命について

下妻市及び下妻地方広域事務組合公平委員会
委員の選任について

現委員である青木明美氏が、任期満了となることから、引き続き同
氏を委員に任命することについて、議会の同意を求めるもの

現委員である平間守氏が、任期満了となることから、引き続き同氏
を委員に任命することについて、議会の同意を求めるもの

現委員である門井節夫氏が、任期満了となることから、引き続き同
氏を委員に選任することについて、議会の同意を求めるもの

議員提出議案等
関東・東北豪雨による災害対策を求める意見
書について

「青少年健全育成基本法の制定」を求める意
見書について

関東・東北豪雨による災害対策（鬼怒川の堤防整備、被災者の生
活支援等）を国、県へ求めるもの

「家庭の価値」を基本理念に据えた「青少年健全育成基本法」の
制定を国会および関係行政庁へ求めるもの

意見書
第５号

意見書
第４号

請 　 　 　 　 願
市内循環バスの実施を求める請願書

「青少年健全育成基本法の制定」を求める
意見書提出に関する請願書

交通弱者の利便性向上と街の活性化につながる市内循環バスの実
施を求めるもの

「家庭の価値」を基本理念に据えた「青少年健全育成基本法」の
制定について国会および関係行政庁へ意見書を提出することを求
めるもの

平成26年
請願受理番号
第４号

平成27年
請願受理番号
第５号

議　案
第73号

議　案
第74号

議　案
第75号

同　　意
１１．１６

同　　意
１１．１６

同　　意
１１．１６

原案可決
１１．１６

原案可決
１１．１６

平成27年第2回臨時会議決一覧表

平成26年請願受理番号第４号は、議員の任期満了により審議未了となりました。

議長　須藤 豊次 副議長　山中 祐子

専決処分の報告について「損害賠償について」

専決処分の承認を求めることについて「平成
２７年度下妻市一般会計補正予算（第６号）
について」

平成２７年度下妻市一般会計補正予算（第７
号）について

平成２７年度下妻市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）について

平成２７年度下妻市介護保険特別会計補正予
算（第２号）について

平成２７年度下妻市下水道事業特別会計補正
予算（第２号）について

市有車の交通事故に伴う損害賠償金の支払いについて専決処分し
たもの

関東・東北豪雨により被災した世帯への支援に係る経費（被災住
宅応急修理業務委託料の増額等、1,676万8,000円の追加）を専決
処分したもの

4月の定期人事異動に伴う人件費の増減、災害復旧費の計上等に
より、1億4,343万6,000円を追加するもの

4月の定期人事異動に伴う人件費の増額等により、510万円を追加
するもの

4月の定期人事異動に伴う人件費の増額等により、390万円を追加
するもの

4月の定期人事異動に伴う人件費の増額、災害復旧流域下水道負
担金の計上等により、1,853万8,000円を追加するもの

報　告
第15号

報　告
第16号

議　案
第76号

議　案
第77号

議　案
第78号

議　案
第79号

報告のみ
１２．２２

原案可決
１２．２２

原案可決
１２．２２

原案可決
１２．２２

原案可決
１２．２２

承　　認

１２．２２

継続審査
１１．１６

採　　択

１１．１６

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容 議決月日
結　　果
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市
政
の
発
展
と
円
滑

な
議
会
運
営
に
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、重
要
な
役
割
で
あ
る
行
政
の
チ
ェッ
ク
機
能
の
強
化
や
、市
民
の
皆
様

に
議
会
活
動
への
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
議
会
報
告
会
の
継
続
的
な

実
施
と
と
も
に
、議
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
様
々
な
議
会
改
革
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　何
と
ぞ
、今
後
と
も
市
議
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、市
民
の
皆
様
方
の一層

の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

しもつま市議会だより３ 第２０５号 ２

平成27年第4回定例会・平成27年第2回臨時会・就任のごあいさつ 平成27年第4回定例会

平 成 2 7 年 第 4 回 定 例 会 議 決 一 覧 表
事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

専決処分の報告について「損害賠償について」

専決処分の承認を求めることについて「橋梁
上部製作工事（都市計画道路　南原・平川戸
線）変更請負契約について」

専決処分の承認を求めることについて「平成
２７年度下妻市一般会計補正予算（第４号）
について」

姉妹都市盟約の締結について

新市建設計画を変更することについて

下妻市行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用に関する条例の制定について

下妻市市税条例の一部改正について

公の施設（下妻市心身障害者福祉センター「ひ
ばりの」）の指定管理者の指定について

公の施設（下妻市心身障害者福祉センター「福
祉ふれあいハウス」）の指定管理者の指定につ
いて

公の施設（下妻市福祉センター「シルピア」）の
指定管理者の指定について

公の施設（下妻市福祉センター「シルピア別館」）
の指定管理者の指定について

公の施設（道の駅しもつま）の指定管理者の指
定について

市道路線の認定について

市道路線の廃止について

土地の無償譲渡について

平成２７年度下妻市一般会計補正予算（第５号）
について

平成２７年度下妻市国民健康保険特別会計補
正予算（第１号）について

平成２７年度下妻市水道事業会計補正予算（第
２号）について

借用していた車両を災害により浸水させた事故に関し示談が成立
したため、損害賠償金の支払いについて専決処分したもの

工期の変更について締結した仮契約を本契約とする専決処分をし
たもの

関東・東北豪雨による災害復旧等に係る経費（災害廃棄物処理委
託料、ビアスパークしもつま災害復旧工事の計上等）を専決処分
したもの

多賀谷左近三経公の遺徳を機縁とした福井県あわら市との友好を
推進するため、姉妹都市の盟約を締結するもの

市の一体性の確保及び均衡ある発展に資する事業を着実に実施し
ていくため、新市建設計画を変更するもの

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律（番号法）の施行に伴い、個人番号の利用に関し必要な
事項を規定するもの

地方税法の一部改正等に伴い、市税の徴収猶予制度についての規
定等、所要の改正を行うもの

指定管理者の指定期間終了に伴い、社会福祉法人下妻市社会福祉
協議会を指定管理者として指定することについて、議会の議決を
求めるもの

指定管理者の指定期間終了に伴い、社会福祉法人下妻市社会福祉
協議会を指定管理者として指定することについて、議会の議決を
求めるもの

指定管理者の指定期間終了に伴い、社会福祉法人下妻市社会福祉
協議会を指定管理者として指定することについて、議会の議決を
求めるもの

指定管理者の指定期間終了に伴い、社会福祉法人下妻市社会福祉
協議会を指定管理者として指定することについて、議会の議決を
求めるもの

指定管理者の指定期間終了に伴い、株式会社ふれあい下妻を指定
管理者として指定することについて、議会の議決を求めるもの

路線見直しにより、高道祖地内1件の市道路線を認定するもの

路線見直しにより、高道祖地内3件の市道路線を廃止するもの

松岡公民館用地としている土地２筆について、松岡自治会からの
申請を受け、無償で譲渡することについて議会の議決を求めるも
の

平成26年度国庫負担金等の精算に伴う過年度国県支出金その他返
還金の増額などにより、3,192万4,000円を追加するもの

療養給付費、高額療養費の増額などにより、1億436万5,000円を
追加するもの

関東・東北豪雨による災害復旧に伴う企業債等の増額により資本
的収入の額を2億2,352万5,000円にするもの　また、災害復旧費の
増額により資本的支出の額を5億1,285万円にするもの

報告のみ
１１．６

原案可決
１１．６

原案可決
１１．１６

原案可決
１１．１６

原案可決
１１．１６

認　　定
１１．１６

認　　定
１１．１６

原案可決
１１．１６

原案可決
１１．１６

承　　認

１１．６

承　　認

１１．６

原案可決

１１．１６

原案可決

１１．１６

原案可決

１１．１６

原案可決

１１．１６

原案可決

１１．１６

原案可決

１１．１６

認　　定

１１．１６

報　告
第12号

報　告
第13号

報　告
第14号

議　案
第58号

議　案
第59号

議　案
第60号

議　案
第61号

議　案
第62号

議　案
第63号

議　案
第64号

議　案
第65号

議　案
第66号
議　案
第67号
議　案
第68号

議　案
第69号

議　案
第70号

議　案
第71号

議　案
第72号

議決月日
結　　果

人　事　議　案
下妻市教育委員会委員の任命について

下妻市教育委員会委員の任命について

下妻市及び下妻地方広域事務組合公平委員会
委員の選任について

現委員である青木明美氏が、任期満了となることから、引き続き同
氏を委員に任命することについて、議会の同意を求めるもの

現委員である平間守氏が、任期満了となることから、引き続き同氏
を委員に任命することについて、議会の同意を求めるもの

現委員である門井節夫氏が、任期満了となることから、引き続き同
氏を委員に選任することについて、議会の同意を求めるもの

議員提出議案等
関東・東北豪雨による災害対策を求める意見
書について

「青少年健全育成基本法の制定」を求める意
見書について

関東・東北豪雨による災害対策（鬼怒川の堤防整備、被災者の生
活支援等）を国、県へ求めるもの

「家庭の価値」を基本理念に据えた「青少年健全育成基本法」の
制定を国会および関係行政庁へ求めるもの

意見書
第５号

意見書
第４号

請 　 　 　 　 願
市内循環バスの実施を求める請願書

「青少年健全育成基本法の制定」を求める
意見書提出に関する請願書

交通弱者の利便性向上と街の活性化につながる市内循環バスの実
施を求めるもの

「家庭の価値」を基本理念に据えた「青少年健全育成基本法」の
制定について国会および関係行政庁へ意見書を提出することを求
めるもの

平成26年
請願受理番号
第４号

平成27年
請願受理番号
第５号

議　案
第73号

議　案
第74号

議　案
第75号

同　　意
１１．１６

同　　意
１１．１６

同　　意
１１．１６

原案可決
１１．１６

原案可決
１１．１６

平成27年第2回臨時会議決一覧表

平成26年請願受理番号第４号は、議員の任期満了により審議未了となりました。

議長　須藤 豊次 副議長　山中 祐子

専決処分の報告について「損害賠償について」

専決処分の承認を求めることについて「平成
２７年度下妻市一般会計補正予算（第６号）
について」

平成２７年度下妻市一般会計補正予算（第７
号）について

平成２７年度下妻市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）について

平成２７年度下妻市介護保険特別会計補正予
算（第２号）について

平成２７年度下妻市下水道事業特別会計補正
予算（第２号）について

市有車の交通事故に伴う損害賠償金の支払いについて専決処分し
たもの

関東・東北豪雨により被災した世帯への支援に係る経費（被災住
宅応急修理業務委託料の増額等、1,676万8,000円の追加）を専決
処分したもの

4月の定期人事異動に伴う人件費の増減、災害復旧費の計上等に
より、1億4,343万6,000円を追加するもの

4月の定期人事異動に伴う人件費の増額等により、510万円を追加
するもの

4月の定期人事異動に伴う人件費の増額等により、390万円を追加
するもの

4月の定期人事異動に伴う人件費の増額、災害復旧流域下水道負
担金の計上等により、1,853万8,000円を追加するもの

報　告
第15号

報　告
第16号

議　案
第76号

議　案
第77号

議　案
第78号

議　案
第79号

報告のみ
１２．２２

原案可決
１２．２２

原案可決
１２．２２

原案可決
１２．２２

原案可決
１２．２２

承　　認

１２．２２

継続審査
１１．１６

採　　択

１１．１６

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容 議決月日
結　　果



新市議会議員紹介新市議会議員紹介・各委員会、一部事務組合議会議員、広域連合議会議員の構成

新しい下妻市議会議員

各委員会、一部事務組合議会議員、
広域連合議会議員の構成

文教厚生委員会

◎　廣  瀬    　榮
○　平  間  三  男
　　塚  越　    節
　　斯  波  元  気
　　菊  池    　博
　　中  山  政  博
　　増  田  省  吾

総務委員会

◎　原  部　    司
○　程  塚  裕  行
　　岡  田  正  美
　　須  藤  豊  次
　　柴　    孝  光
　　田  中  昭  一
　　平  井    　誠

◎委員長　○副委員長

20人を紹介します （議席順）
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地
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之

議会運営委員会

◎　篠  島  昌  之
○　増  田  省  吾
　　柴    　孝  光
　　中  山  政  博
　　田  中  昭  一
　　山  﨑  洋  明

経済建設委員会

◎　松  田  利  勝
○　小  竹    　薫
　　矢  島  博  明
　　山  中  祐  子
　　山  﨑  洋  明
　　篠  島  昌  之

下妻地方広域事務組合
議会議員

　　塚  越    　節
　　菊  池    　博
　　中  山  政  博
　　増  田  省  吾
　　山  﨑  洋  明
　　篠  島  昌  之

議会だより運営委員会

◎　山  中  祐  子
○　原  部    　司
　　松  田  利  勝
　　廣  瀬    　榮
　　篠  島  昌  之

茨城県後期高齢者医療
広域連合議会議員

　　柴    　孝  光

茨城西南地方広域市町村圏
事務組合議会議員

　　廣  瀬　    榮
　　原  部　    司
　　柴    　孝  光



新市議会議員紹介新市議会議員紹介・各委員会、一部事務組合議会議員、広域連合議会議員の構成

新しい下妻市議会議員

各委員会、一部事務組合議会議員、
広域連合議会議員の構成

文教厚生委員会

◎　廣  瀬    　榮
○　平  間  三  男
　　塚  越　    節
　　斯  波  元  気
　　菊  池    　博
　　中  山  政  博
　　増  田  省  吾

総務委員会

◎　原  部　    司
○　程  塚  裕  行
　　岡  田  正  美
　　須  藤  豊  次
　　柴　    孝  光
　　田  中  昭  一
　　平  井    　誠

◎委員長　○副委員長

20人を紹介します （議席順）
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　　廣  瀬　    榮
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平
成
27
年
９
月
上
旬

　
　
　
　
　
の
関
東
・
東
北
豪
雨
は
、

　
　
　
　
　
我
々
に
と
っ
て
、経
験
の

な
い
事
態
で
あ
っ
た
。世
界
的
規
模
で

も
異
常
気
象
に
よ
り
自
然
環
境
が
変

化
し
て
お
り
、今
後
は
、我
々
の
回
り
で

何
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。大

切
な
こ
と
は
、あ
ら
ゆ
る
被
害
を
想
定

し
、準
備
と
心
構
え
を
し
て
お
く
こ
と

だ
と
思
う
。本
市
で
は
、そ
れ
ら
を
踏

ま
え
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　  

市
で
は
、今
回
の
災
害

　
　
　
　
　
に
対
す
る
検
証
会
を
開

　
　
　
　
　
催
し
、今
後
の
対
策
に
必

要
と
思
わ
れ
る
事
項
を
検
証
し
た
。鬼

怒
川
の
氾
濫
の
場
合
に
は
、適
当
で
は

な
い
避
難
所
が
明
ら
か
に
な
り
、ま
た
、

水
害
発
生
の
場
合
に
は
、避
難
対
象
者

が
多
数
に
上
る
こ
と
か
ら
、現
在
の
避

難
所
だ
け
で
は
足
ら
な
い
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。そ
の
た
め
今
後
は
、新
た

な
避
難
所
の
設
定
と
広
域
的
な
避
難

計
画
の
策
定
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

  

ま
た
、水
害
の
場
合
、想
定
を
は
る
か

に
超
え
る
災
害
ご
み
が
発
生
し
、対
応

の
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。さ
ら
に
、

職
員
間
や
避
難
所
と
な
る
学
校
の
職

員
と
の
情
報
共
有
、市
民
へ
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
も
改
善
す
る
余
地
が
あ
り
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信
、フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
の
活
用
、緊
急
サ
イ
レ
ン
の
活
用
、

避
難
所
へ
の
テ
レ
ビ
設
置
な
ど
多
く
の

教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
し
て
、適
切
な
避
難
を
行
う
に
は
、

地
域
の
協
力
が
必
要
な
た
め
、自
主
防

災
組
織
の
結
成
及
び
強
化
な
ど
市
民

への
働
き
か
け
を
強
め
て
い
き
た
い
。

  

最
も
重
要
な
こ
と
は
、市
民
も
職
員

も
、災
害
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
態
を

想
定
し
、高
い
危
機
意
識
を
持
続
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。そ
の
た
め
、職
員
に

対
し
て
は
マ
ニュア
ル
の
周
知
と
訓
練
の

実
施
、市
民
に
対
し
て
は
防
災
意
識
の

啓
発
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

一　般　質　問一　般　質　問

　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
９
月
３
日

　
　
　
　
　
に
内
閣
府
で
は
、マ
イ
ナ

　
　
　
　
　
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る

世
論
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。そ
し
て
、

運
用
開
始
が
迫
る
中
、過
半
数
が
制

度
の
中
身
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。ま
た
、制
度
に
関
し

て
不
安
に
思
う
こ
と
で
は
、不
正
利
用

に
よ
る
被
害
が
38
パ
ー
セ
ン
ト
、情
報

漏
え
い
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

が
34
・５
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。そ
れ

を
踏
ま
え
た
上
で
以
下
質
問
す
る
。

  

（
１
）住
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

（
２
）個
人
情
報
の
漏
え
い
を
危
惧
す

る
声
が
強
い
が
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。（
３
）高
齢
者
や
障
害

者
な
ど
情
報
弱
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。（
４
）執
行
部
の
考
え
る
メ
リ
ッ

ト・デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
住
民
へ
の
周
知
に
つ
い

　
　
　
　
　
て
は
、こ
れ
ま
で
広
報
紙

　
　
　
　
　
や
お
知
ら
せ
版
に
て
周

知
を
図
り
、自
治
区
長
を
通
じ
、リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
個
別
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関

す
る
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
お
り
、今

後
も
様
々
な
媒
体
を
使
用
し
て
市
民
へ

の
周
知
を
図
って
い
き
た
い
。

　
個
人
情
報
漏
え
いへの
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
対
策
に
つ
い
て
は
、本
市
庁
内
シ
ス
テ

ム
に
係
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
接
続
で
き
る
内
部

情
報
系
シ
ス
テ
ム
か
ら
は
、マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
取
り
扱
う
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
へ

接
続
が
で
き
な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
。ま
た
、職
員
が
住
民
情
報
系
シ
ス

テ
ム
に
接
続
す
る
際
に
は
、手
の
ひ
ら

静
脈
認
証
を
導
入
す
る
な
ど
の
制
限

を
実
施
す
る
。

　
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、情
報
弱

者
と
い
わ
れ
る
方
々
への
対
応
は
、活
字

の
大
き
い
パン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
市
民
課

窓
口
に
用
意
し
て
い
る
。ま
た
、平
成
28

年
１
月
か
ら
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
交

付
手
続
が
、ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ

う
、体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
次
に
、執
行
部
の
考
え
る
制
度
の
メ

リ
ッ
ト・デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
が
、メ
リ
ッ

ト
は
、諸
事
情
の
把
握
に
よ
り
、き
め

細
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
る
こ
と

や
窓
口
で
提
出
す
る
書
類
が
簡
素
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、市
民
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、議
員
指
摘
の
と
お
り
、

情
報
流
出
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
で
あ

る
が
、先
ほ
ど
の
対
策
を
講
ず
る
と
と

も
に
、な
り
す
ま
し
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

窓
口
で
の
本
人
確
認
を
徹
底
す
る
な

ど
、職
員
へ
の
個
人
情
報
保
護
に
対
す

る
教
育
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

国保の健全な財政運営が進められている

小野子自主防災組織の活動の様子市民課に新たに設置されたマイナンバー用窓口

下
妻
市
の
自
然
災
害
に

対
す
る
今
後
の
考
え
方

に
つ
い
て

原
部

　司

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
　
　
　
私
は
、平
成
27
年
８

　
　
　
　
　
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

　
　
　
　
　
下
妻
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
。そ
の
中
間
集
計
を
見
る
と
、

国
保
税
の
引
下
げ・
税
金
の
減
税
を
望

む
市
民
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
下
妻
市
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、

平
成
25
年
度
で
１
世
帯
当
た
り
19
万

７
千
２
０
６
円
で
あ
り
、県
内
平
均
よ

り
２
万
５
千
９
４
９
円
も
高
く
、茨
城

県
内
44
市
町
村
の
う
ち
６
番
目
の
高

さ
で
あ
る
。１
人
当
た
り
で
は
、９
万
９

千
２
２
２
円
で
、県
内
平
均
よ
り
５
千

９
２
１
円
高
く
、県
内
10
番
目
の
高
さ

で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の

引
下
げ
を
求
め
て

平
井

　誠

　議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

取
組
に
つ
い
て

山
中
祐
子

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
国
か
ら
の
市
町
村
国
保
へ
の
新
た
な

財
政
支
援
は
、国
保
税
が
高
い
こ
と
に

対
し
、地
方
３
団
体（
全
国
知
事
会
・
全

国
市
長
会
・
全
国
町
村
会
）が
国
に
要

請
し
た
結
果
で
も
あ
る
の
で
、本
市
で

も
、こ
の
財
源
を
も
と
に
国
保
税
の
引

下
げ
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
本
年
度
、市
町
村
国

　
　
　
　
　
民
健
康
保
険
に
対
し
、

　
　
　
　
　
保
険
者
支
援
制
度
拡
充

分
と
し
て
、全
国
で
約
１
千
７
０
０
億

の
国
費
が
投
入
さ
れ
、財
政
基
盤
の
強

化
等
が
図
ら
れ
て
い
る
。本
市
の
試
算

で
は
、本
年
度
の一般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
の
内
、保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
保

険
者
支
援
分
と
し
て
、約
５
千
５
０
０

万
円
増
の
９
千
２
０
０
万
円
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

　
議
員
指
摘
の
と
お
り
、本
市
の
国
民

健
康
保
険
税
は
、県
内
で
も
上
位
の
方

で
は
あ
る
が
、合
併
前
よ
り
税
率
は
据

え
置
い
て
お
り
、引
上
げ
等
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。こ
の
度
の
新
た
な
国
庫
負
担

増
額
分
は
、あ
く
ま
で
国
保
特
有
の
低

所
得
者
対
策
の
拡
充
で
あ
り
、ま
た
、一

般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
金
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
市
町
村
保
険
者
に

対
す
る
財
政
支
援
が
目
的
と
さ
れ
て

い
る
。

　
健
全
な
財
政
運
営
を
進
め
る
た
め

に
は
、現
税
率
で
の
賦
課
が
適
正
と
考

え
て
お
り
、国
民
健
康
保
険
税
の
引
下

げ
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ

　
　
　
　
　
り
、本
市
に
お
い
て
も
前

　
　
　
　
　
河
原
地
区
の
鬼
怒
川
か

ら
越
水
が
起
こ
り
、周
辺
住
宅
や
公
共

施
設
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
。

前
河
原
地
区
の
無
堤
防
に
つ
い
て
は
、

平
成
15
年
に
国
土
交
通
省
へ
洪
水
対

策
と
し
て
、堤
防
の
設
置
に
つ
い
て
要

望
し
て
あ
る
。当
時
の
要
望
に
沿
っ
て

解
決
し
て
い
れ
ば
、今
回
の
よ
う
な
甚

大
な
被
害
は
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　
下
妻
市
に
は
、無
堤
防
の
と
こ
ろ
が

関
東
・
東
北
豪
雨

災
害
に
よ
る
下
妻

市
の
被
災
状
況
と

対
応
に
つ
い
て

須
藤
豊
次

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

しもつま市議会だより７ 第２０５号 ６

１  

原
部
　
司
　
議
員

　
１
　
下
妻
市
の
自
然
災
害
に
対

　
　
　
す
る
今
後
の
考
え
方
に
つ

　
　
　
い
て

　
２
　
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま

　
　
　
の
今
後
の
見
通
し
と
指
定

　
　
　
管
理
者
に
つ
い
て
伺
う
。

２
　
平
井
　
誠
　
議
員

　
１
　
国
民
健
康
保
険
税
の
引
下

　
　
　
げ
を
求
め
て

　
２
　
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ

　
　
　
い
て

　
３
　
道
路
側
溝
の
清
掃
に
つ
い
て

３
　
山
中
　
祐
子
　
議
員

　
１
　
女
性
活
躍
推
進
法
に
つ
い
て

　
２
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
取

　
　
　
組
に
つ
い
て

　
３
　
蚕
飼
小
学
校
跡
地
に
つ
い
て

４
　
須
藤
　
豊
次
　
議
員

　
１
　
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に

　
　
　
よ
る
下
妻
市
の
被
災
状
況

　
　
　
と
対
応
に
つ
い
て

５
　
塚
越
　
節
　
議
員

　
１
　
今
後
、
検
討
・
改
善
す
べ

　
　
　
き
防
災
案
件
、
避
難
所
の

　
　
　
改
善
案

　
２
　
今
後
、
検
討
・
改
善
す
べ

　
　
　
き
防
災
案
件
、
床
上
床
下

　
　
　
浸
水
家
屋
の
防
疫
対
応
に

　
　
　
つ
い
て

　
３
　
今
後
、
検
討
・
改
善
す
べ

　
　
　
き
防
災
案
件
、「
波
被
害
」

　
　
　
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

　
４
　
北
台
川
越
水
対
策
に
つ
い
て

　
５
　
半
谷
排
水
路
、
半
谷
樋
門

　
　
　
の
開
閉
に
つ
い
て

６
　
斯
波
　
元
気
　
議
員

　
１
　
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に

　
　
　
つ
い
て

　
２
　
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

　
　
　
に
つ
い
て

７
　
菊
池
　
博
　
議
員

　
１
　
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
る

　
　
　
水
害
時
の
検
証
と
今
後
の

　
　
　
対
策
を
伺
う
。

平
成
二
十
七
年

第
四
回
定
例
会

　
今
定
例
会
で
は
、７
名
の
議
員
か
ら
市
政
各
般
に

つ
い
て
の
一
般
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
要
旨
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
者
の
氏
名
・
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
通
告
順
） 
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平
成
27
年
９
月
上
旬

　
　
　
　
　
の
関
東
・
東
北
豪
雨
は
、

　
　
　
　
　
我
々
に
と
っ
て
、経
験
の

な
い
事
態
で
あ
っ
た
。世
界
的
規
模
で

も
異
常
気
象
に
よ
り
自
然
環
境
が
変

化
し
て
お
り
、今
後
は
、我
々
の
回
り
で

何
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。大

切
な
こ
と
は
、あ
ら
ゆ
る
被
害
を
想
定

し
、準
備
と
心
構
え
を
し
て
お
く
こ
と

だ
と
思
う
。本
市
で
は
、そ
れ
ら
を
踏

ま
え
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　  

市
で
は
、今
回
の
災
害

　
　
　
　
　
に
対
す
る
検
証
会
を
開

　
　
　
　
　
催
し
、今
後
の
対
策
に
必

要
と
思
わ
れ
る
事
項
を
検
証
し
た
。鬼

怒
川
の
氾
濫
の
場
合
に
は
、適
当
で
は

な
い
避
難
所
が
明
ら
か
に
な
り
、ま
た
、

水
害
発
生
の
場
合
に
は
、避
難
対
象
者

が
多
数
に
上
る
こ
と
か
ら
、現
在
の
避

難
所
だ
け
で
は
足
ら
な
い
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。そ
の
た
め
今
後
は
、新
た

な
避
難
所
の
設
定
と
広
域
的
な
避
難

計
画
の
策
定
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

  

ま
た
、水
害
の
場
合
、想
定
を
は
る
か

に
超
え
る
災
害
ご
み
が
発
生
し
、対
応

の
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。さ
ら
に
、

職
員
間
や
避
難
所
と
な
る
学
校
の
職

員
と
の
情
報
共
有
、市
民
へ
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
も
改
善
す
る
余
地
が
あ
り
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信
、フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
の
活
用
、緊
急
サ
イ
レ
ン
の
活
用
、

避
難
所
へ
の
テ
レ
ビ
設
置
な
ど
多
く
の

教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
し
て
、適
切
な
避
難
を
行
う
に
は
、

地
域
の
協
力
が
必
要
な
た
め
、自
主
防

災
組
織
の
結
成
及
び
強
化
な
ど
市
民

への
働
き
か
け
を
強
め
て
い
き
た
い
。

  

最
も
重
要
な
こ
と
は
、市
民
も
職
員

も
、災
害
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
態
を

想
定
し
、高
い
危
機
意
識
を
持
続
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。そ
の
た
め
、職
員
に

対
し
て
は
マ
ニュア
ル
の
周
知
と
訓
練
の

実
施
、市
民
に
対
し
て
は
防
災
意
識
の

啓
発
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

一　般　質　問一　般　質　問

　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
９
月
３
日

　
　
　
　
　
に
内
閣
府
で
は
、マ
イ
ナ

　
　
　
　
　
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る

世
論
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。そ
し
て
、

運
用
開
始
が
迫
る
中
、過
半
数
が
制

度
の
中
身
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。ま
た
、制
度
に
関
し

て
不
安
に
思
う
こ
と
で
は
、不
正
利
用

に
よ
る
被
害
が
38
パ
ー
セ
ン
ト
、情
報

漏
え
い
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

が
34
・５
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。そ
れ

を
踏
ま
え
た
上
で
以
下
質
問
す
る
。

  

（
１
）住
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

（
２
）個
人
情
報
の
漏
え
い
を
危
惧
す

る
声
が
強
い
が
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。（
３
）高
齢
者
や
障
害

者
な
ど
情
報
弱
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。（
４
）執
行
部
の
考
え
る
メ
リ
ッ

ト・デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
住
民
へ
の
周
知
に
つ
い

　
　
　
　
　
て
は
、こ
れ
ま
で
広
報
紙

　
　
　
　
　
や
お
知
ら
せ
版
に
て
周

知
を
図
り
、自
治
区
長
を
通
じ
、リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
個
別
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関

す
る
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
お
り
、今

後
も
様
々
な
媒
体
を
使
用
し
て
市
民
へ

の
周
知
を
図
って
い
き
た
い
。

　
個
人
情
報
漏
え
いへの
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
対
策
に
つ
い
て
は
、本
市
庁
内
シ
ス
テ

ム
に
係
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
接
続
で
き
る
内
部

情
報
系
シ
ス
テ
ム
か
ら
は
、マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
取
り
扱
う
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
へ

接
続
が
で
き
な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
。ま
た
、職
員
が
住
民
情
報
系
シ
ス

テ
ム
に
接
続
す
る
際
に
は
、手
の
ひ
ら

静
脈
認
証
を
導
入
す
る
な
ど
の
制
限

を
実
施
す
る
。

　
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、情
報
弱

者
と
い
わ
れ
る
方
々
への
対
応
は
、活
字

の
大
き
い
パン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
市
民
課

窓
口
に
用
意
し
て
い
る
。ま
た
、平
成
28

年
１
月
か
ら
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
交

付
手
続
が
、ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ

う
、体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
次
に
、執
行
部
の
考
え
る
制
度
の
メ

リ
ッ
ト・デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
が
、メ
リ
ッ

ト
は
、諸
事
情
の
把
握
に
よ
り
、き
め

細
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
る
こ
と

や
窓
口
で
提
出
す
る
書
類
が
簡
素
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、市
民
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、議
員
指
摘
の
と
お
り
、

情
報
流
出
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
で
あ

る
が
、先
ほ
ど
の
対
策
を
講
ず
る
と
と

も
に
、な
り
す
ま
し
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

窓
口
で
の
本
人
確
認
を
徹
底
す
る
な

ど
、職
員
へ
の
個
人
情
報
保
護
に
対
す

る
教
育
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

国保の健全な財政運営が進められている

小野子自主防災組織の活動の様子市民課に新たに設置されたマイナンバー用窓口

下
妻
市
の
自
然
災
害
に

対
す
る
今
後
の
考
え
方

に
つ
い
て

原
部

　司

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
　
　
　
私
は
、平
成
27
年
８

　
　
　
　
　
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

　
　
　
　
　
下
妻
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
。そ
の
中
間
集
計
を
見
る
と
、

国
保
税
の
引
下
げ・
税
金
の
減
税
を
望

む
市
民
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
下
妻
市
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、

平
成
25
年
度
で
１
世
帯
当
た
り
19
万

７
千
２
０
６
円
で
あ
り
、県
内
平
均
よ

り
２
万
５
千
９
４
９
円
も
高
く
、茨
城

県
内
44
市
町
村
の
う
ち
６
番
目
の
高

さ
で
あ
る
。１
人
当
た
り
で
は
、９
万
９

千
２
２
２
円
で
、県
内
平
均
よ
り
５
千

９
２
１
円
高
く
、県
内
10
番
目
の
高
さ

で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の

引
下
げ
を
求
め
て

平
井

　誠

　議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

取
組
に
つ
い
て

山
中
祐
子

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
国
か
ら
の
市
町
村
国
保
へ
の
新
た
な

財
政
支
援
は
、国
保
税
が
高
い
こ
と
に

対
し
、地
方
３
団
体（
全
国
知
事
会
・
全

国
市
長
会
・
全
国
町
村
会
）が
国
に
要

請
し
た
結
果
で
も
あ
る
の
で
、本
市
で

も
、こ
の
財
源
を
も
と
に
国
保
税
の
引

下
げ
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
本
年
度
、市
町
村
国

　
　
　
　
　
民
健
康
保
険
に
対
し
、

　
　
　
　
　
保
険
者
支
援
制
度
拡
充

分
と
し
て
、全
国
で
約
１
千
７
０
０
億

の
国
費
が
投
入
さ
れ
、財
政
基
盤
の
強

化
等
が
図
ら
れ
て
い
る
。本
市
の
試
算

で
は
、本
年
度
の一般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
の
内
、保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
保

険
者
支
援
分
と
し
て
、約
５
千
５
０
０

万
円
増
の
９
千
２
０
０
万
円
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

　
議
員
指
摘
の
と
お
り
、本
市
の
国
民

健
康
保
険
税
は
、県
内
で
も
上
位
の
方

で
は
あ
る
が
、合
併
前
よ
り
税
率
は
据

え
置
い
て
お
り
、引
上
げ
等
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。こ
の
度
の
新
た
な
国
庫
負
担

増
額
分
は
、あ
く
ま
で
国
保
特
有
の
低

所
得
者
対
策
の
拡
充
で
あ
り
、ま
た
、一

般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
金
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
市
町
村
保
険
者
に

対
す
る
財
政
支
援
が
目
的
と
さ
れ
て

い
る
。

　
健
全
な
財
政
運
営
を
進
め
る
た
め

に
は
、現
税
率
で
の
賦
課
が
適
正
と
考

え
て
お
り
、国
民
健
康
保
険
税
の
引
下

げ
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ

　
　
　
　
　
り
、本
市
に
お
い
て
も
前

　
　
　
　
　
河
原
地
区
の
鬼
怒
川
か

ら
越
水
が
起
こ
り
、周
辺
住
宅
や
公
共

施
設
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
。

前
河
原
地
区
の
無
堤
防
に
つ
い
て
は
、

平
成
15
年
に
国
土
交
通
省
へ
洪
水
対

策
と
し
て
、堤
防
の
設
置
に
つ
い
て
要

望
し
て
あ
る
。当
時
の
要
望
に
沿
っ
て

解
決
し
て
い
れ
ば
、今
回
の
よ
う
な
甚

大
な
被
害
は
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　
下
妻
市
に
は
、無
堤
防
の
と
こ
ろ
が

関
東
・
東
北
豪
雨

災
害
に
よ
る
下
妻

市
の
被
災
状
況
と

対
応
に
つ
い
て

須
藤
豊
次

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

しもつま市議会だより７ 第２０５号 ６

１  

原
部
　
司
　
議
員

　
１
　
下
妻
市
の
自
然
災
害
に
対

　
　
　
す
る
今
後
の
考
え
方
に
つ

　
　
　
い
て

　
２
　
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま

　
　
　
の
今
後
の
見
通
し
と
指
定

　
　
　
管
理
者
に
つ
い
て
伺
う
。

２
　
平
井
　
誠
　
議
員

　
１
　
国
民
健
康
保
険
税
の
引
下

　
　
　
げ
を
求
め
て

　
２
　
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ

　
　
　
い
て

　
３
　
道
路
側
溝
の
清
掃
に
つ
い
て

３
　
山
中
　
祐
子
　
議
員

　
１
　
女
性
活
躍
推
進
法
に
つ
い
て

　
２
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
取

　
　
　
組
に
つ
い
て

　
３
　
蚕
飼
小
学
校
跡
地
に
つ
い
て

４
　
須
藤
　
豊
次
　
議
員

　
１
　
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に

　
　
　
よ
る
下
妻
市
の
被
災
状
況

　
　
　
と
対
応
に
つ
い
て

５
　
塚
越
　
節
　
議
員

　
１
　
今
後
、
検
討
・
改
善
す
べ

　
　
　
き
防
災
案
件
、
避
難
所
の

　
　
　
改
善
案

　
２
　
今
後
、
検
討
・
改
善
す
べ

　
　
　
き
防
災
案
件
、
床
上
床
下

　
　
　
浸
水
家
屋
の
防
疫
対
応
に

　
　
　
つ
い
て

　
３
　
今
後
、
検
討
・
改
善
す
べ

　
　
　
き
防
災
案
件
、「
波
被
害
」

　
　
　
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

　
４
　
北
台
川
越
水
対
策
に
つ
い
て

　
５
　
半
谷
排
水
路
、
半
谷
樋
門

　
　
　
の
開
閉
に
つ
い
て

６
　
斯
波
　
元
気
　
議
員

　
１
　
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に

　
　
　
つ
い
て

　
２
　
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

　
　
　
に
つ
い
て

７
　
菊
池
　
博
　
議
員

　
１
　
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
る

　
　
　
水
害
時
の
検
証
と
今
後
の

　
　
　
対
策
を
伺
う
。

平
成
二
十
七
年

第
四
回
定
例
会

　
今
定
例
会
で
は
、７
名
の
議
員
か
ら
市
政
各
般
に

つ
い
て
の
一
般
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
要
旨
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
者
の
氏
名
・
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
通
告
順
） 
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地
域
の
公
共
交
通
は
、

　
　
　
　
　
自
治
体
に
と
っ
て
、ま
ち

　
　
　
　
　
づ
く
り
を
考
え
る
上
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。そ

こ
で
、公
共
交
通
が
環
境
負
荷
の
低
い

移
動
手
段
で
あ
る
点
を
Ｐ
Ｒ
し
、積
極

的
に
利
用
し
て
い
く
た
め
の
エ
コ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。  

　
ま
た
、国
土
交
通
省
で
は
、公
共
交

通
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
概
念
を
連

携
さ
せ
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ・
プ
ラ
ス・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る
。有
名
な
実
例
と
し
て
は
、「
お

団
子
と
串
」に
例
え
ら
れ
る
富
山
市
の

取
組
が
あ
る
。駅
周
辺
の
複
数
の
拠
点

を
電
車
や
幹
線
バ
ス
と
い
っ
た
公
共
交

通
で
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。こ

の
こ
と
に
よ
り
、交
通
弱
者
の
移
動
手

段
の
確
保
、福
祉
・
商
業
の
生
活
サ
ー

ビ
ス
の
持
続
性
向
上
、公
共
施
設
の
合

理
的
配
置
・
集
約
化
、公
共
交
通
の
利

用
促
進
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減
な
ど
が
期
待
で
き
る
。本
市
に

お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
目
指

す
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
本
市
で
は
、新
し
い
地

　
　
　
　
　
域
公
共
交
通
の
導
入
に

　
　
　
　
　
向
け
、下
妻
市
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
。協
議
会
で
は
、本
年
度
、マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る「
下
妻
市
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
」の
策
定
を

進
め
て
お
り
、関
東
鉄
道
常
総
線
を
軸

と
し
た
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、本
市
は
、自
家
用
車
への
依
存

が
高
い
地
域
で
も
あ
る
。環
境
へ
の
影

響
を
考
え
る
上
で
も
、関
東
鉄
道
で
実

施
し
て
い
る
駅
隣
接
の
無
料
駐
車
場
、

パ
ー
ク・ア
ン
ド・ラ
イ
ド
制
度
を
Ｐ
Ｒ
す

る
な
ど
、常
総
線
の
利
用
促
進
も
積
極

的
に
図
って
い
き
た
い
。

　
次
に
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
構
想
に
つ

い
て
は
、平
成
26
年
11
月
に
地
域
公
共

交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、人
口
減

少
社
会
へ
の
対
応
策
と
し
て
、地
方
公

共
団
体
が
中
心
と
な
り
、ま
ち
づ
く
り

と
連
携
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
再
構
築
す
る
た
め
の
国
の
支
援
体

制
が
整
っ
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、公
共
交

通
を
軸
と
し
て
、公
共
施
設
の
配
置
や

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
方
針
で
あ

る
。

　
し
か
し
、他
の
自
治
体
の
例
を
み
る

と
、公
共
交
通
を
導
入
し
た
場
合
の
自

治
体
負
担
も
多
く
か
か
る
こ
と
か
ら
、

利
便
性
や
事
業
採
算
性
を
考
慮
し
な

が
ら
、便
利
で
持
続
可
能
な
公
共
交
通

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

公
共
交
通
の

利
用
促
進
に
つ
い
て

斯
波
元
気

　議
員
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避
難
所
に
お
け
る
食

　
　
　
　
　
事
に
つ
い
て
、ク
ラ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
　
や
飲
料
水
に
加
え
、温
か

い
も
の
な
ど
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
改

善
で
き
な
い
か
。ま
た
、多
く
の
避
難
所

が
メ
デ
ィ
ア
情
報
か
ら
隔
離
さ
れ
た
状

況
に
あ
り
、情
報
量
の
不
足
が
避
難
者

の
大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
た
と
聞
い
た
。

今
後
、体
育
館
等
の
避
難
所
に
テ
レ
ビ

の
ケ
ー
ブ
ル
配
線
を
行
う
な
ど
、緊
急

時
に
備
え
る
方
法
に
つ
い
て
、ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　
本
市
で
は
、避
難
所
に

　
　
　
　
　
お
け
る
食
糧
の
備
蓄
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
、東
日
本
大
震
災

以
降
、そ
の
重
要
性
を
鑑
み
整
備
を
進

め
て
き
た
。下
妻
市
地
域
防
災
計
画
で

は
、人
口
の
約
１
割
、５
千
人
分
の
３
日

分
を
備
蓄
目
標
と
し
て
い
る
。備
蓄
食

糧
を
ク
ラ
ッ
カ
ー
、飲
料
水
と
し
て
い
る

の
は
、保
存
性
と
手
軽
さ
を
優
先
し
た

た
め
で
あ
る
。今
後
は
、日
頃
か
ら
災

害
の
発
生
に
備
え
て
、食
品
等
の
備
蓄

を
市
民
に
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、避

難
生
活
が
長
期
化
す
る
場
合
に
は
、温

か
い
も
の
も
提
供
で
き
る
よ
う
に
、レ

ト
ル
ト
食
品
の
備
蓄
や
プ
ロ
パン
ガ
ス
等

の
設
置
に
つい
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、本
市
で
は
災
害
後
、全
職
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
う
え

で
検
証
会
を
行
っ
た
。検
証
会
の
中
で

も
、避
難
者
への
情
報
提
供
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
、今
後
は
、情
報
班
の
設
置
や

基
幹
避
難
所
へ
の
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
配

線
の
設
置
に
つ
い
て
順
次
進
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

今
後
、
検
討
・
改
善

す
べ
き
防
災
案
件
、

避
難
所
の
改
善
案

塚
越

　節

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

一　般　質　問一般質問・行政視察来訪

前
河
原
地
区
の
ほ
か
、長
塚
地
区
、中

居
指
地
区
、皆
葉
地
区
と
４
箇
所
あ

る
。災
害
の
な
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
本
市
と
し
て
は
、堤
防

の
設
置
と
強
化
は
急
務
で
あ
る
と
思

う
の
で
、執
行
部
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
鬼
怒
川
の
堤
防
の
設

　
　
　
　
　
置
状
況
だ
が
、市
内
に

　
　
　
　
　
は
、前
河
原
地
区
、長
塚

地
区
、中
居
指
地
区
、皆
葉
地
区
の
計

４
箇
所
の
無
堤
地
区
が
あ
る
。堤
防
の

設
置
及
び
強
化
に
つ
い
て
は
、現
在
、関

係
機
関
一
丸
と
な
っ
て
要
望
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。

　
平
成
27
年
10
月
26
日
に
は
、無
堤
地

区
４
箇
所
へ
の
堤
防
の
設
置
と
堤
防
の

高
さ
が
低
い
平
方・尻
手
地
区
の
堤
防

改
修
を
管
理
者
の
下
館
河
川
事
務
所

長
に
要
望
し
て
き
た
。前
河
原
地
区
に

つ
い
て
は
、堤
防
の
工
事
に
向
け
、現
在

下
館
河
川
事
務
所
で
測
量
調
査
を
発

注
し
、平
成
27
年
12
月
に
地
元
説
明

会
を
開
催
し
、年
明
け
よ
り
用
地
交

渉
を
行
う
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、11
月
13
日
に
は
、茨
城
県
知

事
に
鬼
怒
川
堤
防
の
設
置・強
化
要
望

に
つ
い
て
の
協
力
依
頼
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
し
、継
続
し
て
要
望
活
動
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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先
の
関
東
・
東
北
豪

　
　
　
　
　
雨
の
水
害
に
よ
り
、ビ
ア

　
　
　
　
　
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
も
大

き
な
被
害
を
受
け
、休
業
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。再
建
計
画
等
に
関
し
て
、

以
下
質
問
す
る
。

　（
１
）平
成
27
年
１
月
23
日
に
、ふ
れ

あ
い
下
妻
再
建
検
討
委
員
会
か
ら
出

さ
れ
た
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
再
建

提
案
書
も
白
紙
に
戻
っ
て
し
ま
う
と
思

わ
れ
る
が
、今
後
の
再
建
計
画
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
か
。

（
２
）原
状
復
帰
の
修
繕
を
行
い
、営
業

を
再
開
し
た
と
し
て
も
、経
営
的
に
は

以
前
同
様
、厳
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。今
後
の
財
政
に
も
大
き
く
影
響
す

る
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
に
多
く
の
課

題
を
克
服
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ

　
　
　
　
　
ま
の
再
建
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
公
募
に
よ
る
指
定
管
理

者
の
選
定
な
ど
再
建
提
案
書
に
従
い

進
め
て
き
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、先
の
関

東・東
北
豪
雨
の
甚
大
な
被
害
に
よ
り
、

施
設
の
修
繕
の
み
な
ら
ず
、指
定
管
理

者
も
含
め
た
今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い

て
も
、再
検
討
が
必
要
と
な
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、10
月
１
日
に
ふ
れ
あ

い
下
妻
再
建
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

再
検
討
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、再
開
を
望
ん
で
い
る
利
用

者
の
た
め
、ま
ず
は
水
害
に
よ
る
被
害

を
受
け
た
設
備
の
復
旧
修
繕
を
行
い
、

温
泉
、ホ
テ
ル
、レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
再

開
及
び
加
工
施
設
の
利
用
再
開
を
最

優
先
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

　
原
状
回
復
後
の
方
針
、並
び
に
営
業

再
開
後
の
課
題
克
服
に
つ
い
て
は
、再

建
検
討
委
員
会
を
10
月

13
日
及
び
29
日
に
開
き
、

直
売
所
の
位
置
変
更
や

厨
房
の
統
廃
合
、農
園

の
あ
り
方
な
ど
、施
設
の

抜
本
的
な
改
築
も
視
野

に
入
れ
、今
後
の
健
全

経
営
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　
現
時
点
で
は
、運
営

方
針
の
最
終
決
定
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、ま
ず

は
原
状
回
復
し
、同
時

進
行
で
そ
の
後
の
リ
ニュ

ー
ア
ル
に
つ
い
て
、そ
の
手

法
・
財
源
な
ど
詳
細
を

詰
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

浸水被害を受けたビアスパークしもつま

越水した前河原地区の応急復旧の様子常総線パーク＆ライドの概略図

備蓄品の拡充が今後の検討課題となる

関
東
・
東
北
豪
雨

に
よ
る
水
害
時
の

検
証
と
今
後
の
対

策
を
伺
う
。

菊
池

　博

　議
員

　
平
成
27
年
12
月
15
日
、東
京
都
中

野
区
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団
が
行

政
視
察
の
た
め
、本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
視
察
内
容
は
、「
観
光
施
策
に
つ
い
て
」

で
あ
り
ま
す
。担
当
課
よ
り「
し
も
つ

ま
観
光
お
も
て
な
し
計
画
」に
つ
い
て

説
明
後
、活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、下
妻
市
の
特
産

品
で
あ
る
梨
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト「
お

も
て
梨
」の
試
食
で
は
、大
変
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

行
政
視
察
来
訪

東
京
都
中
野
区
議
会

自
由
民
主
党
議
員
団
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地
域
の
公
共
交
通
は
、

　
　
　
　
　
自
治
体
に
と
っ
て
、ま
ち

　
　
　
　
　
づ
く
り
を
考
え
る
上
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。そ

こ
で
、公
共
交
通
が
環
境
負
荷
の
低
い

移
動
手
段
で
あ
る
点
を
Ｐ
Ｒ
し
、積
極

的
に
利
用
し
て
い
く
た
め
の
エ
コ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。  

　
ま
た
、国
土
交
通
省
で
は
、公
共
交

通
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
概
念
を
連

携
さ
せ
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ・
プ
ラ
ス・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る
。有
名
な
実
例
と
し
て
は
、「
お

団
子
と
串
」に
例
え
ら
れ
る
富
山
市
の

取
組
が
あ
る
。駅
周
辺
の
複
数
の
拠
点

を
電
車
や
幹
線
バ
ス
と
い
っ
た
公
共
交

通
で
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。こ

の
こ
と
に
よ
り
、交
通
弱
者
の
移
動
手

段
の
確
保
、福
祉
・
商
業
の
生
活
サ
ー

ビ
ス
の
持
続
性
向
上
、公
共
施
設
の
合

理
的
配
置
・
集
約
化
、公
共
交
通
の
利

用
促
進
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減
な
ど
が
期
待
で
き
る
。本
市
に

お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
目
指

す
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
本
市
で
は
、新
し
い
地

　
　
　
　
　
域
公
共
交
通
の
導
入
に

　
　
　
　
　
向
け
、下
妻
市
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
。協
議
会
で
は
、本
年
度
、マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る「
下
妻
市
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
」の
策
定
を

進
め
て
お
り
、関
東
鉄
道
常
総
線
を
軸

と
し
た
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、本
市
は
、自
家
用
車
への
依
存

が
高
い
地
域
で
も
あ
る
。環
境
へ
の
影

響
を
考
え
る
上
で
も
、関
東
鉄
道
で
実

施
し
て
い
る
駅
隣
接
の
無
料
駐
車
場
、

パ
ー
ク・ア
ン
ド・ラ
イ
ド
制
度
を
Ｐ
Ｒ
す

る
な
ど
、常
総
線
の
利
用
促
進
も
積
極

的
に
図
って
い
き
た
い
。

　
次
に
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
構
想
に
つ

い
て
は
、平
成
26
年
11
月
に
地
域
公
共

交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、人
口
減

少
社
会
へ
の
対
応
策
と
し
て
、地
方
公

共
団
体
が
中
心
と
な
り
、ま
ち
づ
く
り

と
連
携
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
再
構
築
す
る
た
め
の
国
の
支
援
体

制
が
整
っ
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、公
共
交

通
を
軸
と
し
て
、公
共
施
設
の
配
置
や

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
方
針
で
あ

る
。

　
し
か
し
、他
の
自
治
体
の
例
を
み
る

と
、公
共
交
通
を
導
入
し
た
場
合
の
自

治
体
負
担
も
多
く
か
か
る
こ
と
か
ら
、

利
便
性
や
事
業
採
算
性
を
考
慮
し
な

が
ら
、便
利
で
持
続
可
能
な
公
共
交
通

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

公
共
交
通
の

利
用
促
進
に
つ
い
て

斯
波
元
気

　議
員
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避
難
所
に
お
け
る
食

　
　
　
　
　
事
に
つ
い
て
、ク
ラ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
　
や
飲
料
水
に
加
え
、温
か

い
も
の
な
ど
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
改

善
で
き
な
い
か
。ま
た
、多
く
の
避
難
所

が
メ
デ
ィ
ア
情
報
か
ら
隔
離
さ
れ
た
状

況
に
あ
り
、情
報
量
の
不
足
が
避
難
者

の
大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
た
と
聞
い
た
。

今
後
、体
育
館
等
の
避
難
所
に
テ
レ
ビ

の
ケ
ー
ブ
ル
配
線
を
行
う
な
ど
、緊
急

時
に
備
え
る
方
法
に
つ
い
て
、ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　
本
市
で
は
、避
難
所
に

　
　
　
　
　
お
け
る
食
糧
の
備
蓄
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
、東
日
本
大
震
災

以
降
、そ
の
重
要
性
を
鑑
み
整
備
を
進

め
て
き
た
。下
妻
市
地
域
防
災
計
画
で

は
、人
口
の
約
１
割
、５
千
人
分
の
３
日

分
を
備
蓄
目
標
と
し
て
い
る
。備
蓄
食

糧
を
ク
ラ
ッ
カ
ー
、飲
料
水
と
し
て
い
る

の
は
、保
存
性
と
手
軽
さ
を
優
先
し
た

た
め
で
あ
る
。今
後
は
、日
頃
か
ら
災

害
の
発
生
に
備
え
て
、食
品
等
の
備
蓄

を
市
民
に
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、避

難
生
活
が
長
期
化
す
る
場
合
に
は
、温

か
い
も
の
も
提
供
で
き
る
よ
う
に
、レ

ト
ル
ト
食
品
の
備
蓄
や
プ
ロ
パン
ガ
ス
等

の
設
置
に
つい
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、本
市
で
は
災
害
後
、全
職
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
う
え

で
検
証
会
を
行
っ
た
。検
証
会
の
中
で

も
、避
難
者
への
情
報
提
供
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
、今
後
は
、情
報
班
の
設
置
や

基
幹
避
難
所
へ
の
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
配

線
の
設
置
に
つ
い
て
順
次
進
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

今
後
、
検
討
・
改
善

す
べ
き
防
災
案
件
、

避
難
所
の
改
善
案

塚
越

　節

　議
員
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一　般　質　問一般質問・行政視察来訪

前
河
原
地
区
の
ほ
か
、長
塚
地
区
、中

居
指
地
区
、皆
葉
地
区
と
４
箇
所
あ

る
。災
害
の
な
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
本
市
と
し
て
は
、堤
防

の
設
置
と
強
化
は
急
務
で
あ
る
と
思

う
の
で
、執
行
部
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
鬼
怒
川
の
堤
防
の
設

　
　
　
　
　
置
状
況
だ
が
、市
内
に

　
　
　
　
　
は
、前
河
原
地
区
、長
塚

地
区
、中
居
指
地
区
、皆
葉
地
区
の
計

４
箇
所
の
無
堤
地
区
が
あ
る
。堤
防
の

設
置
及
び
強
化
に
つ
い
て
は
、現
在
、関

係
機
関
一
丸
と
な
っ
て
要
望
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。

　
平
成
27
年
10
月
26
日
に
は
、無
堤
地

区
４
箇
所
へ
の
堤
防
の
設
置
と
堤
防
の

高
さ
が
低
い
平
方・尻
手
地
区
の
堤
防

改
修
を
管
理
者
の
下
館
河
川
事
務
所

長
に
要
望
し
て
き
た
。前
河
原
地
区
に

つ
い
て
は
、堤
防
の
工
事
に
向
け
、現
在

下
館
河
川
事
務
所
で
測
量
調
査
を
発

注
し
、平
成
27
年
12
月
に
地
元
説
明

会
を
開
催
し
、年
明
け
よ
り
用
地
交

渉
を
行
う
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、11
月
13
日
に
は
、茨
城
県
知

事
に
鬼
怒
川
堤
防
の
設
置・強
化
要
望

に
つ
い
て
の
協
力
依
頼
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
し
、継
続
し
て
要
望
活
動
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

しもつま市議会だより９ 第２０５号 ８

　
　
　
　
　
　
先
の
関
東
・
東
北
豪

　
　
　
　
　
雨
の
水
害
に
よ
り
、ビ
ア

　
　
　
　
　
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
も
大

き
な
被
害
を
受
け
、休
業
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。再
建
計
画
等
に
関
し
て
、

以
下
質
問
す
る
。

　（
１
）平
成
27
年
１
月
23
日
に
、ふ
れ

あ
い
下
妻
再
建
検
討
委
員
会
か
ら
出

さ
れ
た
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
再
建

提
案
書
も
白
紙
に
戻
っ
て
し
ま
う
と
思

わ
れ
る
が
、今
後
の
再
建
計
画
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
か
。

（
２
）原
状
復
帰
の
修
繕
を
行
い
、営
業

を
再
開
し
た
と
し
て
も
、経
営
的
に
は

以
前
同
様
、厳
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。今
後
の
財
政
に
も
大
き
く
影
響
す

る
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
に
多
く
の
課

題
を
克
服
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ

　
　
　
　
　
ま
の
再
建
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
公
募
に
よ
る
指
定
管
理

者
の
選
定
な
ど
再
建
提
案
書
に
従
い

進
め
て
き
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、先
の
関

東・東
北
豪
雨
の
甚
大
な
被
害
に
よ
り
、

施
設
の
修
繕
の
み
な
ら
ず
、指
定
管
理

者
も
含
め
た
今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い

て
も
、再
検
討
が
必
要
と
な
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、10
月
１
日
に
ふ
れ
あ

い
下
妻
再
建
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

再
検
討
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、再
開
を
望
ん
で
い
る
利
用

者
の
た
め
、ま
ず
は
水
害
に
よ
る
被
害

を
受
け
た
設
備
の
復
旧
修
繕
を
行
い
、

温
泉
、ホ
テ
ル
、レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
再

開
及
び
加
工
施
設
の
利
用
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意　見　書意見書・議会日誌

しもつま市議会だより11 第２０５号 10

関東・東北豪雨による災害対策を求める意見書

第4回定例会で議員提案された下記の意見書を可決し、関係大臣等あて提出しました。

　平成27年9月9日から10日にかけての台風18号の影響による記録的な豪雨は、一級河川鬼怒川沿川である茨
城県西南部をはじめ、関東・東北地方の広い範囲において甚大な被害をもたらしました。
　本市においても鬼怒川の溢水により、多くの家屋や公共施設において床上・床下浸水の被害が発生し、ま
た、本市の主要産業の一つである農業においては、水稲が収穫前後の冠水により深刻かつ大きな被害を受け
ております。
　現在、本市では被災者の生活支援はもとより災害復旧に向け、全力で取り組んでおりますが、一日も早い
復旧・復興のためには、国、県等関係機関の力強い支援が必要です。
　よって、国会、政府及び茨城県におかれましては、この度の被害の大きさに鑑み、市民の安全の確保、被
災者の生活支援、災害の早期復旧や災害に強い地域づくりに向け、下記の事項について、格段の措置を講ぜ
られるよう強く要請します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　一級河川鬼怒川の堤防整備について
　　　　治水安全度を高めるため、鬼怒川における無堤地区（前河原地区、長塚・中居指地区、皆葉地区）
　　　の解消と堤防危険箇所の改修を迅速に図ること。また、鬼怒川に流入する北台川の内水解消に向け、
　　　排水機場の整備を図ること。
２　被災者の生活支援について
　　　　被災者生活再建支援法の適用区域以外の被災者についても、等しく支援を受けられるよう、制度改
　　　正を行うこと。また、同法による支援金の支給にあたっては、対象となる被災世帯を全壊、大規模半
　　　壊に限定せず、半壊等の日常生活に大きな支障が生ずる世帯にも拡大すること。
３　被災農業者への支援について
　　　　農作物については、米を中心に大きな被害が生じており、被災農家が営農意欲を失うことがないよ
　　　う、従来の枠組みを超えた万全の支援策を講ずること。また、農業共済制度の対象とならない収穫後
　　　（自宅や倉庫で乾燥・調整等）の米についても、救済措置を講ずること。
４　農業施設等の再建・整備への支援について
　　　　農業者及び農業団体の農業施設・機械・農地・用排水機場等の土地改良施設についても大きな被害
　　　を受けたことから、被災農業者が速やかに営農を再開できるよう、施設等の更新及び復旧について特
　　　段の支援策を講ずること。
５　被災中小企業等への支援について
　　　　被災中小企業が早期に本来の事業が実施できるよう、保証制度や災害復旧貸し付けなど中小企業の
　　　資金繰りを引き続き行うとともに、生産設備等の再建に対する支援措置を講ずること。
６　都市農村交流施設の再建・整備への支援について
　　　　本市が農林水産省のリフレッシュビレッジ構想に基づき、平成11年に整備した温泉宿泊施設「ビア
　　　スパークしもつま」が冠水による甚大な被害を受け、未だ営業再開の目途が立たない状況であること
　　　から再建、修繕等に要する経費について特段の支援策を講ずること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　　平成２７年１１月１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆　議　院　議　長、　　　参　議　院　議　長、　　　内 閣 総 理 大 臣
　　　　　　　内閣府特命担当大臣（防災）、　　　総　  務　  大　  臣、　　　財　  務　  大　  臣
　　　　　　　農 林 水 産 大 臣、　　　経 済 産 業 大 臣、　　　国 土 交 通 大 臣
　　　　　　　茨　城　県　知　事

「青少年健全育成基本法の制定」を求める意見書

　明日の社会を担う青少年の健全育成は、すべての国民の願いであります。
　しかしながら、今日我が国の相次ぐ少年の凶悪事件等にみられるように、青少年の荒廃は深刻な事態に直
面しています。その要因として、頻発する児童・幼児虐待事件等に象徴される家庭の崩壊、また倫理・道徳
教育を排し、人格形成の場としての役割を果たしてこなかった学校の問題（文部科学省　道徳教育の充実に
関する懇談会報告）が指摘されています。とりわけ、地域社会においては、露骨な性描写や残虐シーンを売
り物にする雑誌、ビデオ、コミック誌等をはじめとする、性産業の氾濫、テレビの有害番組の問題等に加え
、インターネット・携帯電話等の情報通信の発展とともに新しい有害環境の出現も指摘されています。この
社会の現状を見るとき、青少年の荒廃は、我々大人が「青少年を見守り支援し、時に戒める」という義務を
果たさなかったゆえの結果と言わざるを得ないのであります。
　これらの問題に対して、各都道府県の「青少年健全育成条例」が対処し、一定の効果は上げてきましたが
、インターネット通信が都道府県をまたいでいること、規定が都道府県で異なることなど、今日では、その
限界性が指摘されております。今、求められているのは、青少年の健全育成に対する基本理念や方針などを
明確にし、有害環境から青少年を守る為の国や地方公共団体、事業者そして保護者等の責務を明らかにし、
これによる一貫性のある、包括的、体系的な法整備であります。
　特に「健全な青少年は健全な家庭から育成される」という原点に立ち返り、「家庭の価値」を基本理念に
据えた、「青少年健全育成基本法」の制定が必要であると考えるものです。
　以上の内容を踏まえ、国会及び政府に、「青少年健全育成基本法の制定」を強く求めるものであります。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　平成２７年１１年１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆　議　院　議　長、　　　参　議　院　議　長、　　　内 閣 総 理 大 臣
　　　　　　　総     務     大     臣、　　　法     務     大     臣、　　　外     務     大     臣
　　　　　　　文 部 科 学 大 臣、　　　厚 生 労 働 大 臣、　　　経 済 産 業 大 臣
　　　　　　　警　察　庁　長　官
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　本市においても鬼怒川の溢水により、多くの家屋や公共施設において床上・床下浸水の被害が発生し、ま
た、本市の主要産業の一つである農業においては、水稲が収穫前後の冠水により深刻かつ大きな被害を受け
ております。
　現在、本市では被災者の生活支援はもとより災害復旧に向け、全力で取り組んでおりますが、一日も早い
復旧・復興のためには、国、県等関係機関の力強い支援が必要です。
　よって、国会、政府及び茨城県におかれましては、この度の被害の大きさに鑑み、市民の安全の確保、被
災者の生活支援、災害の早期復旧や災害に強い地域づくりに向け、下記の事項について、格段の措置を講ぜ
られるよう強く要請します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　一級河川鬼怒川の堤防整備について
　　　　治水安全度を高めるため、鬼怒川における無堤地区（前河原地区、長塚・中居指地区、皆葉地区）
　　　の解消と堤防危険箇所の改修を迅速に図ること。また、鬼怒川に流入する北台川の内水解消に向け、
　　　排水機場の整備を図ること。
２　被災者の生活支援について
　　　　被災者生活再建支援法の適用区域以外の被災者についても、等しく支援を受けられるよう、制度改
　　　正を行うこと。また、同法による支援金の支給にあたっては、対象となる被災世帯を全壊、大規模半
　　　壊に限定せず、半壊等の日常生活に大きな支障が生ずる世帯にも拡大すること。
３　被災農業者への支援について
　　　　農作物については、米を中心に大きな被害が生じており、被災農家が営農意欲を失うことがないよ
　　　う、従来の枠組みを超えた万全の支援策を講ずること。また、農業共済制度の対象とならない収穫後
　　　（自宅や倉庫で乾燥・調整等）の米についても、救済措置を講ずること。
４　農業施設等の再建・整備への支援について
　　　　農業者及び農業団体の農業施設・機械・農地・用排水機場等の土地改良施設についても大きな被害
　　　を受けたことから、被災農業者が速やかに営農を再開できるよう、施設等の更新及び復旧について特
　　　段の支援策を講ずること。
５　被災中小企業等への支援について
　　　　被災中小企業が早期に本来の事業が実施できるよう、保証制度や災害復旧貸し付けなど中小企業の
　　　資金繰りを引き続き行うとともに、生産設備等の再建に対する支援措置を講ずること。
６　都市農村交流施設の再建・整備への支援について
　　　　本市が農林水産省のリフレッシュビレッジ構想に基づき、平成11年に整備した温泉宿泊施設「ビア
　　　スパークしもつま」が冠水による甚大な被害を受け、未だ営業再開の目途が立たない状況であること
　　　から再建、修繕等に要する経費について特段の支援策を講ずること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　　平成２７年１１月１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆　議　院　議　長、　　　参　議　院　議　長、　　　内 閣 総 理 大 臣
　　　　　　　内閣府特命担当大臣（防災）、　　　総　  務　  大　  臣、　　　財　  務　  大　  臣
　　　　　　　農 林 水 産 大 臣、　　　経 済 産 業 大 臣、　　　国 土 交 通 大 臣
　　　　　　　茨　城　県　知　事

「青少年健全育成基本法の制定」を求める意見書

　明日の社会を担う青少年の健全育成は、すべての国民の願いであります。
　しかしながら、今日我が国の相次ぐ少年の凶悪事件等にみられるように、青少年の荒廃は深刻な事態に直
面しています。その要因として、頻発する児童・幼児虐待事件等に象徴される家庭の崩壊、また倫理・道徳
教育を排し、人格形成の場としての役割を果たしてこなかった学校の問題（文部科学省　道徳教育の充実に
関する懇談会報告）が指摘されています。とりわけ、地域社会においては、露骨な性描写や残虐シーンを売
り物にする雑誌、ビデオ、コミック誌等をはじめとする、性産業の氾濫、テレビの有害番組の問題等に加え
、インターネット・携帯電話等の情報通信の発展とともに新しい有害環境の出現も指摘されています。この
社会の現状を見るとき、青少年の荒廃は、我々大人が「青少年を見守り支援し、時に戒める」という義務を
果たさなかったゆえの結果と言わざるを得ないのであります。
　これらの問題に対して、各都道府県の「青少年健全育成条例」が対処し、一定の効果は上げてきましたが
、インターネット通信が都道府県をまたいでいること、規定が都道府県で異なることなど、今日では、その
限界性が指摘されております。今、求められているのは、青少年の健全育成に対する基本理念や方針などを
明確にし、有害環境から青少年を守る為の国や地方公共団体、事業者そして保護者等の責務を明らかにし、
これによる一貫性のある、包括的、体系的な法整備であります。
　特に「健全な青少年は健全な家庭から育成される」という原点に立ち返り、「家庭の価値」を基本理念に
据えた、「青少年健全育成基本法」の制定が必要であると考えるものです。
　以上の内容を踏まえ、国会及び政府に、「青少年健全育成基本法の制定」を強く求めるものであります。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　平成２７年１１年１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆　議　院　議　長、　　　参　議　院　議　長、　　　内 閣 総 理 大 臣
　　　　　　　総     務     大     臣、　　　法     務     大     臣、　　　外     務     大     臣
　　　　　　　文 部 科 学 大 臣、　　　厚 生 労 働 大 臣、　　　経 済 産 業 大 臣
　　　　　　　警　察　庁　長　官



もっと熱く、もっと強く

　私たち下妻中学校女子ソフトテニス部は、３年生１２名、２年生１１名、１年生７名で「もっと熱く、も
っと強く」をモットーに、目標の全国大会に向けて練習に励んでいます。２年連続関東大会に出場し
ましたが、全国の切符を手にすることができなかった先輩の悔しい思いを受け継ぎ、今年こそは全国
の切符を絶対勝ち取るつもりです。みなさま、応援、そしてご協力よろしくお願いします。

次 回 第 1 回 定 例 会 予 定
日　　　　　　程曜日月　日

本　会　議
開　　　会
　（会期の決定・諸報告・議案上程、説明）

金3月 4日

本　会　議（議案質疑）
月3月 7日

　常任委員会（総務委員会・文教厚生委員会）
休　会
　常任委員会（経済建設委員会）火3月 8日

休　会
　予算特別委員会（補正予算・当初予算）水3月 9日

休　会
　予算特別委員会（当初予算）金3月11日

休　会
　予算特別委員会（当初予算）月3月14日

本　会　議（一般質問）火3月15日

本　会　議（一般質問）水3月16日
本　会　議
　（議案及び請願・陳情に対する委員長報告
　　質疑・討論・採決）
閉　　　会

金3月18日

※日程は都合により変更になる場合があります。
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議会を傍聴しませんか
市議会では皆様の傍聴をお待ちしています。傍聴は、
市議会活動に触れる良い機会です。自分が選んだ議
員の活動や市政の方針などを知ることができます。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に本庁舎３階議場
までお越しください。
また、本会議開催中は、本庁舎１階市民ホールのモ
ニターで中継を行っています。

次回の市議会だよりの発行は
５月 10 日（火）の予定です。
議会だよりへのご意見などご
ざいましたら、下記連絡先ま
でお寄せください。

　問合せ先
議会事務局 （0296）4 3 －2 1 1 1
　　　　　　  （内線 1110～1112）

〈下妻市役所ホームページ〉http://www.city.shimotsuma.lg.jp/
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稲葉下妻市長、飯塚前下妻市議会議長

後列左から松田委員、篠島委員、廣瀬委員
前列左から山中委員長、原部副委員長

　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
に
お
い

て
、
「
茨
城
県
西
地
域
に
お
け
る

豪
雨
災
害
に
対
す
る
支
援
を
求
め

る
要
望
決
議
」
を
採
択
・
決
議
し
、

こ
の
趣
旨
達
成
の
た
め
、
11
月
６

日
に
茨
城
県
知
事
へ
、
ま
た
、
11

月
24
日
に
は
、
内
閣
府
・
農
林
水

産
省
・
国
土
交
通
省
へ
要
望
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
か
ら
は
、
飯
塚
薫
前

議
長
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

茨
城
県
市
議
会
議
長
会

要
望
活
動

農林水産省での要望活動の様子


